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『学習の進め方』 
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国   語 

テキスト内容と 

授業の進め方 

テキストは、｢テーマ別読解演習｣と｢入試問題研究｣の２種類があります。 

入試問題には、『動植物』『自然・環境』『科学文明』などをテーマにした説明的文

章や、『家族』『友情』などをテーマにした文学的文章がよく出題されます。そういっ

た頻出のテーマの文章を集めて作成したテキストが「テーマ別読解演習」です。よ

く出題されるテーマの素材文で、典型的な問題パターンを学習していきます。 

また、第 10 回、第 14 回、第 18 回、第 19 回は『入試問題研究』を行います。『入

試問題研究』は、実際の入試問題を使って解答用紙に答えを書き込みながら、文章

全体を見渡す、難しい問題は後回しにする、時間配分に注意するなどの、入試に必

要な実戦力を養います。 

 

まず、導入では、どれくらいの時間で解けばいいのかの指示があります。問題

を解いたら、動画を見てください。判読しながら文章の内容説明をします。その

あと設問については、１問ずつ解説しますので、答えにいたるまでの根拠をしっ

かり聞いてください。 

 

 

 

家庭学習内容と 

学習の進め方 

 

 

宿題は、間違えた問題の直しと、「宿題」の文章題１題です。 

間違えた問題は、動画の解説を聞いたあと、もう一度解き直してみましょう。 

次に「宿題」で文章題１題がありますので、20 分から 25 分くらいで解いてく

ださい。「テーマ別読解演習」と関連した文章になっています。解いたら答え合わ

せをし、解説を読んでください。 

「入試問題研究｣も、同じように、間違えた問題を解き直し、解答にいたる論理

のふりかえりをしましょう。 
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算   数 

テキスト内容と 

授業の進め方 

使用するテキストは「例題」「練習問題」「練成問題」「Ａ問題」「Ｂ問題」「Ｃ問

題」「Ｄ問題」に分かれています。 

「例題」はその単元においての重要問題を扱っており、全問題解説動画が web

で用意されています。 

「練習問題」は「例題」の数値を変えた問題ですので、「例題」を理解した後で

取り組んでください。（「練習」の動画解説はありません。） 

「練成問題」は「例題」を少し発展させた問題から応用問題まで幅広く載って

います。「例題」で身につけた知識だけでは解きにくい問題については、動画解説

を用意していますので活用してください。 

「Ａ問題」～「Ｄ問題」はその単元の内容を定着させるための問題です。「Ａ問

題」は例題に、「Ｂ問題」は例題～練成問題に対応しており、「Ｃ問題」「Ｄ問題」

はさらに難度の高い問題になっています。各単元の獲得目標は「Ａ問題」と「Ｂ

問題」の定着ですので、「Ｃ問題」「Ｄ問題」は“余裕があれば取り組んでみる”

という位置づけで結構です。 (「Ａ問題」～「Ｄ問題」については解説動画はあ

りません。) 

家庭学習内容と 

学習の進め方 

 

まず、「例題」を、自分の力でノートに解きましょう。そのとき、式や図、筆算

は消さずに残しておくようにしましょう。そして自分の力で解けるところまで解

いたら、解説動画を見て答え合わせをしましょう。場合によっては、「例題１」か

ら全く知らない内容が出てくることもあると思いますが、その場合はすぐに解説

動画を見てもらって構いません。間違えた（できなかった）問題については、解

説動画を確認した後で「練習問題」に取り組んで、自分の力で解けるかを確認し

ましょう。 

「例題」「練習問題」がすべて終わったら、「練成問題」に取り組みます。解いた

ら必ず答え合わせをして、間違っている場合はどこで間違えたのかを突き止めて、

再度自分の力で解き直しをしましょう。難度の高い問題は解説動画を用意してい

ますので、活用してください。 

最後に「Ａ問題」「Ｂ問題」に取り組みます。これも「練成問題」同様に解いた

ら必ず答え合わせをして、間違っている場合はどこで間違えたのかを突き止めて、

再度自分の力で解き直しをしましょう。 

５年生のテキストは問題数が多いですので、数日に分けて取り組んでください。

集中力を維持して問題に取り組む習慣をつけてください。 

 


